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それは93％となり，背面像の撮影は診断率の向上

に必要と思われた．慢性肝炎と肝硬変の鑑別診断

には，背面像も考慮し，先に述べた5項目につい

て，詳細に検討する必要があり，これら結果の総

合判定に，スキャン・スコア法は，臨床的に簡単

で有用な方法と思われた．
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　目的：新副腎スキヤン剤6－Methyl－75Se－Seleno－

methy1－19－norcholest－5（10）－en－3β一〇1の生物学的半

減期，排泄経路，副腎描出能について検討した．

　対象および方法：対象は，Cushing症候群，

Cushing症候群術後例，原発性アルドステロン症，

Bartter症候群，本態性高血圧症の各1例，計5

例である．3例に一律191μCi，他の2例に2μCi／

kgを静注した．先ず，全例に静注直後，その後は

24時間毎に7日間，次いで14日または16日後に全

身計測にて全身の残存放射能活性を計測し，これ

より生物学的半減期を推定した．次に，主排泄経

路について検討するため，糞便，尿を7日間採取

し，全投与放射能活性に対する排泄率を算出した．

副腎スキャンは全例に3，5，7，14または16日後に

行なった．

　結果：

　（1）Scintadrenの生物学的半減期は11．8～23．3

日と長く，被曝線量も多いものと推定された．

　（2）本剤の主な排泄経路は腸管系である．

　（3）副腎像の描出能は，2μCi／kgの少量投与の

方が良い画像が得られた．

　（4）本剤は，室温で長期保存が可能であり，ヨ

ー ド過敏症にも使用でき，甲状腺ブロックも不要

であるのが利点である．
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　癌の免疫学的診断法の1っとしての血中CEA

濃度の測定の臨床診断学的な意義についてはわれ

われもすでに報告したが，大体確立されたといえ

る．一方，各種疾患患者では血中のみならず血液

以外の体液，分泌液中にもCEAが存在すること

が知られてきている．今回は，このような分泌液

のうち消化管分泌液中のCEA（正確にいえば免

疫学的にCEA様活性を有する物質になる）濃度

をRIA法で測定し，その臨床応用の可能性につ

いて検討した．

　対象は健常成人および各種疾患患者で患者の消

化液を唾液はチューインガム法，胃液はテトラガ

ストリン刺激法，胆汁および膵液はPancreozymin－

Secretin試験（PSテスト）方式で採取した．採取消

化液は遠心後の上清を等量の1．2MoL過塩素酸

で抽出し，流水48hr．蒸溜水48　hr．で透折後ロ

シュ社のZ－Ge1法およびわれわれの開発した固相

法RIAで測定した．

　おのおのの消化液中のCEA様物質の濃度は非

常に低いものから数百ng／m1以上の高い値を示す

ものまで非常に様々でバラッキが大きいが，平均

値は唾液73ng／m／，胃液84　ng／m1，　PSテスト前液

140ng／m1，胆汁分画100　ng／m1，膵液分画14　ng／

m～で各消化液間で差がみられ，その順序はPSテ

スト前液〉胆汁〉胃液〉唾液〉膵の順に高かった．

また，個々の患者での各消化液中のCEA濃度の

関連では全消化液共に高いCEA値を示すものと，

共に低いCEA値を示すものがみられ，　CEA分

泌能の個体差の存在を示唆した．さらに健常成人

の血中CEA値にも個人差がありこの考案を支持

する成績と考えられた．
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